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知ればもっと好きになる、くまもと

【熊本県広報誌】

郵便番号、住所、名前（ふりがな）、年齢、
性別、「県からのたより」へのご意見・
ご感想を明記の上、はがき（あて先住
所は表紙上部に記載）、または右のQR
コードのいずれかでご応募ください。

　くまモンが、熊本県内各地
の名所でポーズをとる、かわ
いいオリジナルカレンダーを
10名様に。毎月めくるのが楽
しみになりますよ。県特製で、
非売品です。

熊本県特製

オリジナルカレンダー

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主へお問い合わせください。広告掲載については、株式会社ホープまで。☎092-716-1401

災害廃棄物の処理や公費解体は
計画どおり進んでいます

通信創 造 的 復 興

熊本県知事
蒲島郁夫

今月のプレゼント

検索熊本県

県産品の
プレゼントが
あるモン！

●平成29年12月21日発行検索熊本県の人口と世帯数●熊本県の人口と世帯数（平成29年11月1日推計） 1,765,503人　男 833,143人　女 932,360人　713,361世帯

【お問い合わせ】 

熊本県災害廃棄物処理支援室　☎096-333- 2277

応募締め切り：平成30年1月5日（金）

現場で即戦力となる生産システムの技術
を学ぶ学生。熊本県立技術短期大学校も
今年4月、開校20周年を迎えました

熊本県伝統工芸館収蔵品展
「熊本の陶磁器を楽しむ」

【お問い合わせ】 熊本県伝統工芸館　☎096-324-4930

検索熊本県伝統工芸館

検索熊本県 明治150年検索熊本県　動物愛護

お知らせお知らせ

　県では、「人と動物が共生するくまもと」を

目指し、保護した犬や猫の譲渡を保健所や愛

護センターで行っ

ています。新しい

家族を見つけに来

ませんか。さまざ

まな犬や猫が待っ

ています！

　熊本の土地で生まれ

た焼き物の味わいと歴

史を通して、くらしの

中で熊本の陶磁器をお

楽しみください。

◆会期／平成30年1月14日（日）まで
◆休館日／月曜（祝日の場合、翌日）
　　　　　12月28日（木）～ 1月4日（木）
◆場所／熊本県伝統工芸館
◆料金／一般210円、大学生130円、高校生以下無料

発災直後の状況 公費解体完了後の状況

網田焼　鯉置物

【お問い合わせ】 熊本県企画課　☎096-333-2018

明治150年関連施策について

イベント

動物愛護（譲渡）の
取り組み

【お問い合わせ】 

熊本県健康危機管理課　☎096-333-2248

地震によりダメージを受けた農林水産業や商工業な
どの地域産業の復興や次代を担う力強い産業の発展
につなげる取り組みを紹介します。

県道熊本高森線の4車線化に着手（3月）

1 ～ 3月

7～ 9月

10～12月

2017くまもとこの1年

4/14に犠牲者追悼式、4/16に
復興祈念シンポジウムを開催。
なお、4/8 ～ 4/23を復興祈念
ウィークとして位置付け
熊本地震に関する情報をデジタ
ルアーカイブ（ウェブサイト）で
公開（4/19）

・

・

創造的復興に向けて

トピック

熊本地震からの復興を目指した県政についてご紹介します。

すまいの再建を後押しするため、それぞれの
ライフスタイルに応じた熊本型すまいの再建
支援開始、被災者の状況に応じて仮設住宅の
供与期間延長方針決定（10月）

●

地震により運休していた香港線が再開し、ソ
ウル線および高雄線と合わせ国際線がすべて
再開（11月）

●

「国際旅客船拠点形成港湾」の指定を受けた八代港
の国際クルーズ拠点形成計画を作成（11月）

●

益城町における被災市街地復興土地区画整理事業
の県施行を表明（11月）

●

●

女子ハンドボール国際大会JAPAN CUP 
2017開催（8/3～6）

●

熊本地震震災ミュージアムのあり方検
討有識者会議からの報告（9月）

●

熊本城・阿蘇神社をはじめとした被災文化財の復旧が本格化（2月）●

熊本地震の発災から1年●

水銀に関する水俣条約が発効（8/16）●

「阿蘇郡市7市町村の草原等」が国の重要文化
的景観に選定（10/13）

●

バリ州とのMOU（覚書）に基づく農業分野での
交流開始（7月）

●

4 ～ 6月

新ターミナルビル建設を含む阿蘇くまもと空港運営の民間委託に係る導入手
続きの開始（6月）

●

平成28年熊本地震に係る災害廃棄物の
処理及び損壊家屋等の公費解体の進捗状況
❶災害廃棄物の処理量

　（平成29年9月末時点）：256万トン

❷公費解体済棟数

　（平成29年10月末時点）：32,469棟

月号12
2017

10名様

乳牛の搾乳を行う熊本県立農業大学校の学生たち。昭和53年に次代を担う農
業経営者やリーダーを育成するために開校。今年で創立40周年を迎えました

特 集

次代を担う力強い
地域産業の創造
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発生見込量：約289万トン 処理進捗率 88.6％

解体進捗率 90.8％

長陽大橋　※南阿蘇村提供

犠牲者追悼式（県庁地下大会議室）

香港線（香港エクスプレス）

仮設団地で知事がすまいの再建支援策を説明

クルーズ船（クァンタム・オブ・ザ・シーズ）

阿蘇・草千里ヶ浜

ラグビーワールドカップ2019 
試合日程・会場決定（11/2）

●

　平成30年（2018年）

は、明治元年（1868年）

から起算して満150年

に当たります。この「明

治150年」をきっかけと

して、改めて明治期を

振り返り、更なる飛躍

につなげるため、明治

期に活躍した人物の企画展など、国、地方公共団体、

民間企業がさまざまな取り組みを進めています。

長 陽 大 橋 ル ー ト（8/27）や 南 登 山 道
（10/4）の開通など、阿蘇地域へのアク
セス道路が徐々に復旧

●


